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いしのまき農業協同組合
近年、育苗期間中における気象変動が大きく「ばか苗病」や「もみ枯細菌病」の発生が散見されますので、以下の点に留意しながら慎重に作業を行って下さい。とくに、高温下での水づけは、上記病害が発生しやすくなるので、十分留意願います。
また、晩期栽培へ取組むことは、昨年の出穂期以降の高温傾向の気候による高温登熟による乳白粒、腹白粒の発生を軽減することができます。晩期栽培は、極端な早播き、早植えを避けることで、誰でも取り入れられる栽培技術です。晩期栽培に取り組む際は，「田植時期を遅らせる」のではなく，まず「播種時期を 遅らせる」という考え方が重要です。
１．塩水選は必ず実施しましょう
塩水選は、充実した発芽力の強い種籾の確保や｢ばか苗病｣、｢もみ枯細菌病｣などの予防効果が高いので必ず実施するようにしましょう。
【塩水の作り方】

	種　別
	比　重
	水１０ℓに加える量

	
	
	食　塩
	硫　安

	うるち
	１．１３
	２．１ｋｇ
	２．７ｋｇ

	もち
	１．０８
	１．２ｋｇ
	１．５ｋｇ


　　・塩水選は種まきの２０日位前に行う。
・塩水選後乾燥しないうちに水洗いを行う。（塩水が完全にぬけるまで）
２．種籾の浸種と催芽
浸種は積算温度で１００℃～１２０℃を確保します。やや低い温度でゆっくり浸した方が催芽、出芽揃いは良くなりますが、５℃以下の極端に低い温度で長期間水づけを行いますと、積算温度を確保しても出芽がばらつく傾向にあることが、最近の研究成果で解ってきました。このため、浸種時の適温　１０℃～１３℃を目標として水づけを行うようにしましょう。
ばか苗病・もみ枯細菌病を予防するため、１５℃を超える水温では水づけしないで下さい。
【浸種水温と浸種日数の目安】
・ササニシキ　　　　　　　⇒　１００℃～１１０℃

・ひとめぼれ、まなむすめ　⇒　１２０℃～１３０℃
・つや姫・だて正夢　　　　⇒　１２０℃
	浸種水温
	浸　種　日　数

	
	ササニシキ
	ひとめぼれ・まなむすめ

	１０℃
	１０日
	１２日

	１２℃
	９日
	１０日


※ハウス内での水づけは水温変化が大きくなるため、控えた方が望ましいですが、やむを得ない場合は水温管理に十分留意して下さい。（水温１５℃以上にならないように）
また、ハトムネ催芽機で１５℃を超える温度設定での水づけもしないで下さい。
※温湯消毒された種籾は呼吸作用が活発になり、水が濁りやすいため２日に１回を目途に水交換を行って下さい。この時に上下の種籾袋の反転も十分行って吸水ムラをなくします。
※温湯消毒された種籾は水づけ期間中に芽が動き出すこともあるため、種籾を手に取るなどして芽の動きをよく観察して下さい。

※温湯消毒された種籾は催芽時間が早まる場合があります。催芽に入ったら芽の動きをよく観察し、芽を伸ばし過ぎないように催芽時間を調整して下さい。
３．種籾管理・育苗管理のまとめ
ばか苗病・もみ枯細菌病の発病を助長させないよう、以下の点に注意しましょう。
・浸種・・・浸種温度が高いと、ばか苗病・もみ枯細菌病発病苗率が高くなる傾向。
１５℃を超える温度では水づけしない。（浸種時適温１０℃～１３℃）
・催芽・・・催芽温度が低いとばか苗病発病苗率が高くなり、催芽温度が高いともみ枯
細菌病発病率が高くなる傾向。
　　　　　　　催芽温度２８℃～３０℃で十分に催芽させる。
　　　　　　　※催芽の際は、ハト胸になっているか目視で確認するようにしましょう。
・出芽・・・無加温出芽は加温出芽に比べ、ばか苗病発病苗率が多くなる傾向。
　　　　　　　加温出芽とするか、もしくは被覆資材等により低温にならないよう保温に
努める。

・プール育苗・・・水位を覆土表面より常時高く保つようにする。
「ばか苗病」、「もみ枯細菌病」の発生原因

・２８℃未満・・・ばか苗病の発生原因
・３０℃以上・・・もみ枯細菌病の発生原因
※ばか苗病・もみ枯細菌病対策
温湯消毒とタフブロックを組み合わせることで、ばか苗病・もみ枯細菌病に対して、安定した防除効果が得られますので、これらの病害でお困りの方、不安な方は使用を検討して下さい。タフブロックの使用方法については裏面を参照願います。

※ナエファインの使用について
　　・粉剤　　　　育苗用の土にナエファイン粉剤を１箱当たり6～8ｇ混和する。

　　・フロアブル　播種時から緑化期までに1000倍液1箱当たり500㎖灌水する。
水稲微生物農薬　【タフブロック】について
１．タフブロックの特徴について
◎拮抗微生物を有効成分とする微生物農薬であるため、農薬成分としてカウントされません。環境保全米・Ｓ基準のどちらにも使用可能です。
◎ばか苗病、もみ枯細菌病、苗立枯細菌病、いもち病、褐条病および苗立枯病（リゾープス菌、フザリウム菌、トリコデルマ菌）に高い予防効果があります。
　　※本剤は病害に対する治療効果、殺菌効果はありません。
◎有効成分の微生物を種もみ表面に付着させ、増殖させることで病原菌の増殖・侵入を防ぎます。
◎育苗時の低温などに遭遇しても効果の変動が生じにくく、苗の生育に悪い影響を与えません。
◎タフブロックは水に分散しやすい水和剤で、開封しなければ製造後２年間は室温で保管が可能です。ただし、生菌ですので在庫は持たずに使い切って下さい。
2.タフブロックの使用上の注意事項について
温湯消毒された種籾が届きましたら、稲わら、籾がら、ムシロなどと接触させないよう配慮し、水づけを開始するまで、日陰の風通しの良い場所で乾燥させて、清潔な場所に静置し保管します。保管中に種籾表面が汚れてしまいますと、タフブロックを処理した際に生菌がうまく付着・増殖できなくなります。

タフブロックの詳しい使用方法については、令和７年版『JAいしのまき米』稲作指導資料P31～P36を参照願います。
本田管理について
１.基肥施用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　○環境保全米・・・環境保全米は栽培期間中の化学合成チッソ施用量が１０ａ当たり３.５㎏以下になるよう、使用する肥料に応じて施肥設計を行ってください。
・環境保全米栽培こよみ・・・稲作指導資料のＰ１～２

・環境保全米化学合成
※チッソ成分早見表・・・・・稲作指導資料Ｐ１９～２０を参照願います。

　○Ｓ基準・・・・・施肥量に制限はありませんが土壌タイプや品種を考慮したうえで適量を施してください。

・Ｓ基準栽培こよみ・・・稲作指導資料Ｐ３～４を参照願います。

　※資材リストは環境保全米・S基準とも稲作指導資料Ｐ９～１６を参照願います。
２.圃場の準備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　代かき作業は、水田を均平にし、苗を植えやすくするとともに除草剤の効果を高めます。また、漏水の防止や雑草の発生防止のためにも重要な作業ですので、できるだけ均平になるよう精度の高い代かきを行ってください。併せて漏水防止と除草効果を高めるため畦畔の補修も行うようにしましょう。
３.田植え作業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　田植え時期については下表を参考に天気の良い日を選んで作業を行うようにしましょう。

田植時期の目標

	育苗方法
	田　植　時　期
	栽植密度
	植付本数
	活着温度

	稚

苗
	普　通
	５月　５日～１４日
	６０株/坪
	４～５本/株
	１３℃以上

	
	晩　期
	５月１５日～２５日
	７０株/坪
	３～４本/株
	

	中　　苗
	５月１０日～２０日
	６０株/坪
	３～４本/株
	１４℃以上


※植付け深さは２～３㎝で行います。それ以上深すぎますと分げつが抑制される場合があります。

４.異品種混入防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田植え作業は異品種混入の危険性が高い作業の一つです。異品種が混植されないよう慎重な作業をお願いします。

・１圃場１品種の作付けをお願いします。

・複数品種を同じ育苗ハウスで管理している場合は、誰でもわかるような目印（品種・栽培区分の境界部に「立て札」や「仕切り板」）を設け、苗運搬の際に取違えないように注意して下さい。

・苗が不足して苗を譲り受けるときは必ず品種を確認して下さい。

・品種・栽培区分切替えの際は、田植機の掻き取り爪等の残苗を確実に取除いてください。
催芽前処理　・　催芽時処理　　注意点＜共通＞


・催芽後は速やかに種籾袋を開放し、外気にさらして放熱して芽止めを行って下さい。きれいな水に浸して芽止めを行っても差し支えありませんが、この場合は希釈液と同量程度の水に静かに投入し、かけ流しや攪拌はしないで下さい。また、取り出す際もゆっくりと丁寧に引き上げて下さい。





・催芽後は極端な乾燥は避け、天日による乾燥は行わず風通しの良い場所で陰干しして下さい。





・脱水機の使用は問題ありませんが適度な使用をお願いします。





・薬液の反復使用は行わないで下さい。








